
１　素直な心をもち、人の痛みがわかる子どもの育成
１　自ら考え、進んで学力の向上に取り組む子 ２　どんな環境でも自分の考えをもち、自分の道を
２　自らちがいを認め合い、共に生きていく子 　　切り拓いて社会に貢献できる子どもの育成
３　自ら健康と安全に気を付け、たくましく生きて ３　自分の夢や目標に向かって、学力の向上、豊かな
　　いく子 　　人間性の向上、体力の向上に取り組む子どもの育

　　成

１　日本人としての誇りをもち、国際人として夢を
１　経営課題 　　もって生きる子どもの育成
　①教育課題に即時に対応できる組織の構築 ２　それぞれが自分らしく目標を持ってたくましく
　②中国の在外教育施設特有の課題 　　生きていく子どもの育成
　③ウイズコロナ・アフターコロナ・ポストコロナ
　　における教育活動の在り方
２　教育課題（※義務教育9年間の学校として）
　①学力の向上（教員の授業力の向上） １　「確かな学力の向上」を進める学校（知）
　②道徳教育の充実 ２　「豊かな心」を育てる学校（徳）
　③体力の向上 ＜学校経営エンブレム＞ ３　「体力の向上」を推し進める学校（体）
　④総合的な学習の時間の充実 ４　「国際理解教育の充実」を図る学校
　⑤地域社会の教育力の活用 ５　現地社会・保護者から「信頼される」学校
　⑥言語能力の育成（言語活動の充実） ６　学校課題に組織的に素早く対応できる学校
　⑦語学（英語・中国語）学習の充実 ７　日本の教育関係法規に基づく学校
　⑧児童生徒一人一人に応じた指導・支援の充実
　　

１　自己に厳しく、研修と実践に励む教師
２　わかる授業、楽しい授業の創造に努める教師
３　常に子どもに寄り添い、課題に素早く向き合い、
　　解決しようとする教師

６　GR-PDCAを意識した教育活動の推進を図る。 ＜学校経営サイクル＞ ４　夢と情熱を持ち続ける教師
　　（※スタートは状況に応じる） ５　子ども・保護者・地域関係者・同僚から信頼さ

　　れる教師

１　確かな学力 ３　健やかな体力
　①教師の授業力の向上による学力の向上を図る。 　①体力向上の推進
　　ア　校内研修を通した教師の資質の向上、代表授業などを通した校内研究の充実を図る。 　　ア　児童生徒に積極的にスポーツに親しむ習慣や生活・食習慣の確立に向けた取り組みを行う。
　　イ　授業評価を実施し、授業の改善を図る。 　　イ　新体力テストの結果に基づき、授業や休み時間を利用して全国平均を上回る取り組みを実施
　②自己実現ができる確かな基礎学力の育成のための授業づくり 　　    する。
　　ア　少人数指導、習熟度別指導、個別指導、グループ別指導、ティームティーチング等の学習形 　　ウ　部活動・クラブ活動の活性化を図り、身体を動かすことの充実感を味わわせる。
　　　　態を工夫し、個々に応じた学習を進め、より確実な学習内容の理解と定着を図る。 　　エ　健康教育を充実するため、専門家の協力と連携を図る。
　　イ　授業中の学習規律を徹底し、児童生徒が授業に集中できる授業を行う。
　　ウ　学力検査等の客観的データに基づく課題を見出し、学習改善の方策を検討し、実践する。 ４　信頼される学校
　③ICT環境を有効に活用し、「主体的・対話的で深い学び」のある授業を推進する。 　①学校と家庭・地域社会の連携
　④語学力の向上 　　ア　学校だよりや学年・学級だより、ホームページを通じて、家庭に積極的な情報発信を行う。
　　ア　全学年を通し英語・中国語の授業内容や評価方法について研修を深め、語学力を向上させる。 　　イ　保護者アンケートを活用するなどして学校改善を図りながら経営計画等に反映させ、保護者

　　　　との信頼関係を構築する。
２　豊かな心 　　ウ　絶えず子ども、保護者、地域関係者から信頼される教職員の在り方を模索する。
　①国際的なコミュニケーション能力の育成 　②国際理解教育の推進
　　ア　語学（英語・中国語）の授業で学んだことを生かし、日本語以外で積極的にコミュニケー 　　ア　各教科で国際理解教育を推進することによって、国際社会において主体的・対話的に行動で
　　　　ションを図ろうとする態度を育む。 　　　　きる人材育成を図る。
　　イ　異校種学校等との交流を通じてその国の言葉を使った異文化体験の促進を図る。 　③教育環境の整備・充実
　②心に響く道徳教育の充実 　　ア　複数の教師を配置して授業を行うなど、全員で子どもを育てる環境を整備する。
　　ア　道徳の教科としての指導方法とその評価を検証し、道徳教育の充実を図る。 　　イ　多様な学習内容・学習形態をを可能とする機能的な学習環境への転換を図る。
　③児童生徒会を中心とした日々の挨拶活動の徹底（児童生徒会の主体的な挨拶の向上を図る） 　　ウ　年間２回の英語検定を実施し、児童生徒ならびに保護者の検定受検希望にこたえる。
　④子どもの発達段階にふさわしいキャリア教育を推進充実させる。(キャリアパスポートの利用) 　　エ　安全に配慮した施設環境を整え、避難訓練などを通して自らの命を守る指導を充実する。
　⑤小中連携、一貫的な教育の推進 　　オ　ＩＣＴ環境を整備し、活用することで児童生徒の学力を向上させる授業を展開する。
　　ア　小学部と中学部の合同行事、合同授業、異学年交流活動を通して、豊かな人間性を育む。

２　異文化と共生できる資質や能力の育成を図る。
３　全教育活動を通して、道徳教育の充実を図る。
４　健康教育や体力向上の推進を図る。
５　教育環境の整備（ＩＣＴ等）の充実を図る。

学校経営目標具現化への取り組み

　　３　子ども同士のつながりを大切にする。 学　　校
　　４　子どもと保護者・日本人社会とのつながりを大切にする。
　　５　子どもと中国とのつながりを大切にする。

重点目標
１　授業を通して、確かな学力の向上を図る。 教　職　員

　　２　子どもと授業とのつながりを大切にする。

令和５年度　広州日本人学校学校経営グランドデザイン

目指す児童・生徒像 保護者の願い
学校教育目標

　　　自ら学び、個性豊かに国際社会に生きる児童・生徒の育成

現地社会の願い
本校の課題

学校経営方針
「つながりを未来に実感させる広州日本人学校の創造」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（学校経営スローガン）
　　１　子どもと教師とのつながりを大切にする。


